
松江地方裁判所 御中                        
 

                答 弁 書 

【ペンまたはボールペン(鉛筆は不可）で記載し，該当する□をでチェックしてください。】 

① 令和   年（ワ）第       号 

② 原告  

③ 被告 

 

 

  

被告の住所の表示 【あなたの住所等を記載し，署名押印してください。】 

郵便番号 

住  所  

 

電話番号〔   －   －    〕携帯番号〔   －   －    〕 

ＦＡＸ番号〔   －   －    〕 

         令和   年   月   日 

 

           氏 名               印 

 

④ 送達場所の表示 【裁判所からの書類の受け取り場所を指定する場合記入してください。】 

 □前記③の住所   □次の場所〔□勤め先□その他（          ）〕 

 郵便番号  

送達場所  

 受取人として〔         〕を指定します。 連絡先電話番号〔   －   －    〕 

⑤ 請求の趣旨に対する答弁 

原告の請求 □の棄却を求めます。 □を認めます（請求の認諾）。  

⑥ □ 本件について和解を希望します。 

【和解の条件等について，希望があれば⑧欄に記載してください。】 

（令和  年  月から月額        円ずつの支払） 

⑦ 請求の原因に対する認否 

【訴状に記載されている「請求の原因」をよく読んで，事実はそのとおりなのか，事実に反する部分があるのかなどを記載してください。】 

 □ 請求の原因に記載の事実は，すべて間違いありません。 

 □１ 請求の原因に記載の事実で，間違いないのは 第       項です。 

  ２ 請求の原因に記載の事実で，違っているのは 第       項です。 

  ３ 請求の原因に記載の事実で，知らないのは  第       項です。 

【２の「違っている」の欄に記入する場合は，違う理由をできる限り請求の原因の項目ごとに分けて次欄（⑧

「被告の主張等」欄）に記載してください。】 

 □別紙記載のとおり 

⑧ 被告の主張等 【あなたの言い分を記載してください。】 

 

 

 

 □別紙記載のとおり 

 
 



松江地方裁判所 御中 【同じものを２部作成してください（裁判所用・原告用）】                       
 

                答 弁 書 

【ペンまたはボールペン（鉛筆は不可）で記載し，該当する□をでチェックしてください。】 

① 令和 ●年（ワ）第  ●● 号 

② 原告 松江 太郎 

③ 被告 

 

 

  

被告の住所の表示 【あなたの住所等を記載し，署名押印してください。】 

郵便番号 ●●●―●●●● 

住  所 島根県●●市・・・ 

 

電話番号〔●●●●－●●－●●●●〕携帯番号〔●●●－●●●●－●●●●〕 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号〔●●●●－●●－●●●●〕 

         令和●年●●月●●日 

 

           氏 名  島根 花子     印 

 

④ 送達場所の表示 【裁判所からの書類の受け取り場所を指定する場合記入してください。】 

 ☑前記③の住所   □次の場所〔□勤め先□その他（          ）〕 

 郵便番号  

送達場所  

 受取人として〔         〕を指定します。 

 連絡先電話番号〔   －   －    〕 

⑤ 請求の趣旨に対する答弁 

原告の請求 ☑の棄却を求めます。 □を認めます（請求の認諾）。  

⑥ ☑ 本件について和解を希望します。 

【和解の条件等について，希望があれば⑧欄に記載してください。】 

（令和  年  月から月額        円ずつの支払） 

⑦ 請求の原因に対する認否 

【訴状に記載されている「請求の原因」をよく読んで，事実はそのとおりなのか，事

実に反する部分があるのかなどを記載してください。】 

 □請求の原因に記載の事実は，すべて間違いありません。 

 ☑１ 請求の原因に記載の事実で，間違いないのは 第 １項及び第４ 項です。 

  ２ 請求の原因に記載の事実で，違っているのは 第 ２項及び第３ 項です。 

  ３ 請求の原因に記載の事実で，知らないのは  第       項です。 

【２の「違っている」の欄に記入する場合は，違う理由をできる限り請求の原因の項

目ごとに分けて次欄（⑧「被告の主張等」欄）に記載してください。】 

 □別紙記載のとおり 

⑧ 被告の主張等 【あなたの言い分を記載してください。】 

 

 

 

 □別紙記載のとおり 

 

※「棄却を求めます。」というのは，「原

告の請求は認めない。」という意味で

す。 

なお，争いがなく，和解を希望する

場合も「棄却を求めます。」☑を入れ

てください。 

※「認めます（請求の認諾）。」に☑を

入れた場合は，原告の請求をそのまま

認めたことになり，請求の認諾（民事

訴訟法２６６条）として事件が終了す

る場合があります。 

和解の希望がある場合は，⑤で「棄却

を求めます。」に☑を入れた上で，希

望する和解条件について記載してく

ださい。金銭関係以外の訴訟で和解を

希望する場合は，⑧「被告の主張等」

欄に記載をしてください。 

期日呼出状左上にある事件番号を

記載してください。 

期日呼出状左上にある原告名を記載

してください。 

あなたの住所及び日中に連絡がとれ

る電話番号を記載し，署名押印して

ください。今後裁判所へ提出する書

類には，ここで使用した印鑑と同じ

印鑑を使用してください。 

訴状の「請求の原因」に記載されてい

る各事実について，間違いないもの，

違っているもの，知らないものについ

て，それぞれ対応する欄に請求の原因

の項目番号を全て記入してください。

すべてに間違いがない場合には，「す

べて間違いありません。」に☑を入れ

てください。 


